





































後に道理を見出す とに興味を覚える。  まず、慈円の『愚管抄』と道元の『正法眼蔵』並びに『随聞記』の中から「道理」の語句を抽出し、その前後の文
章を挙げ、番号を付す。その後、先行業績を踏まえつつ考察を進めたい。　
引用に関しては、『愚管抄』の引用は本文を丸山二郎校注『愚管抄』一九九七年、岩波書店に拠り、訳を大隅和雄





















































































































































で修行されるが、天台座主 公円 次は慈円、 の次は承円である。　
承円は治承四年（一一八〇）生まれ。松殿基房の子であり、顕真より受戒。承仁法親王に学び、仙雲より灌頂を受











































とあって、承久の乱が起こる 二二一年頃までには書き上げられたと推測されている。慈円 人生は一一五五年より一二二五年であるから、六五歳頃、慈円晩 の作 ある。　
そして、『愚管抄』は「道理」に関して特に有名である。



























































    
　　　　　　














































   　　　　



























































































    　
    　


























        　　　　　　　














































































      　
丸山二郎校注『愚管抄』一九九七年、岩波書店、一〇〇頁





























































































カヤウノ意趣。ヨノタメ人ノタメ。國ノヲトロヘ道理ノトヲラヌコトナレドモ。コノ頼忠三條関白世ニユルサレヨキ人ニテ。小野宮ドノヽ子ニテソノ運 アリケル。カヤウナ デハカ ウマジキ因縁ドモノカク和合スルミチハ。コレモ道理ナルカタ侍ベキ ヤ。サテ三條ノ關白賴忠ハ貞元二年十月十一日ニ關白詔クダリテ。一條院クライニツカセタマヒケ マデ十年歟ヲハシケルホドニ。一條院践祚ノトキ。ツイニ大入道ドノハサウナキ道理ニテ攝籙 ナラレニケレバ。チカラヲヨバデアリケリ。
　
丸山二郎校注『愚管抄』一九九七年、岩波書店、一二六頁




















            












































































        　　　　　　　　
丸山二郎校注『愚管抄』一九九七年、岩波書店、一五三頁























なっている に、末世になると天皇と臣下の仲が悪いようにばかり愚かな近臣が扱って、世は衰え亡びていくのである。近臣、世にときめいている僧俗男女は、この点をよく心得てお ねばならない。内々に下々の人が家を治める場合にも その方法はまったく同じことで 人 才能と
道理
の軽重をもととして、それぞれ分相応








































トヨリヒシ ツクリ合セラレテ。流レ下リモエノボル事ニテ侍也。ソレヲ智フカキ人ハコノコト リノアザヤカナルヲヒシト心ヘツレバ。他心智未來智ナドヲ タランヤウ 少シモタガハズ ネテモ知ラルヽ也。漢家ノ聖人ト云孔子。老子ヨリハジメテ。皆コノ定ニカネテ云アツル也。
    　　　　　　　　　　




       













































































    　
              　
 丸山二郎校注『愚管抄』一九九七年、岩波書店、二八七頁
今の世を見ると、僧侶・俗人の区別なく一般に学問をしなくなり、 恵に って 事を理解する力がいちじるしく低下してい のに気づく。学問というものは、僧侶が顕密の教法を学ぶ しても、俗人が紀伝（紀伝道。『史記』『漢書』など 学習）や明経（明経道 『周易』『論語』などの学習）を学ぶ しても、学ぶにつれ
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ノ次第ニツクリカヘラレテ。世ヲマモリ人ヲモル事ヲ申侍ナルベシ。                       丸山二郎校注『愚管抄』一九九七年、岩波書店、二八九頁









































               　　　






























          　　　




































            　　　　　
  丸山二郎校注『愚管抄』一九九七年、岩波書店、三一五頁











    　　　　　









            　　　　　　
 丸山二郎校注『愚管抄』一九九七年、岩波書店、三一九頁














































が、散ずべき期いまだしきと道取するに、未散といふか しかあるべからざ なり。風火未散は、ほとけ、法をとく。未散風火は、法、ほとけをとく。たとへば、一音の法をとく時節到来なり。説法の一音なる 到来の時節なり。法は一音なり、一音の法なるゆえ 。
　



















は、かな ず火焔裡なるべし。火焔裡かならず仏道場なるべし。経師・論師きくべからず、外道・二乗しるべからず。しるべし、諸仏の火焔は諸類の るべからず。又、諸類は火焔あるかなき とも照顧すべし。三世諸仏の在火焔裡の化儀、ならふべし。
            　
                                                    「行仏威儀」（一巻七〇頁）
７
徳山もし丈夫なりせば 婆子を勘破するちからあらまし。すでに勘破せましかば 婆子まこ にその人なる
道
理もあらはるべし。徳山いまだ徳山ならざれば、婆子その人な こともい だあらはれず。
       　　





































とえざるなり。不執坐相なることえざ がゆえに、執坐相はたとひ玲瓏 りとも、非達其理 るべ 。恁麼の功夫を脱落身心といふ。いまだかつて坐せざるものに、この道のあるにあらず。






































いたらずば、いたづら 功夫 たとひ十聖三賢なりとも、文公と同口の長舌 保任せんとき、発心なり、修証なり。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
   　　　　　　





づべきなり。しかあれば、祖師の大恩を報謝せんことは、一日の行持なり。自己の身命をかへりみる となかれ。禽獣よりもおろかなる恩愛、おしむですてざ こと かれ。
                            「行持下」（一巻一七九頁）
15













の道得は恁麼つたはれり いふ も、さらに古仏と 古仏の道を聞著せんとき、向上の聞著あるべし。いまだ西天に道取せず 天上 取せずといへども さ に道著 理あるなり。
  　





ず。玉鏡にあらず、銅鏡にあらず、肉鏡にあらず、髄鏡にあ ず。円鑑の言偈 るか 童子の説偈なるか。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
































      　　　　　　　　










ごとくの往来は、修行の発足なり。到恁麼の田地のとき、 なはち一草・一象なり、会象・不会象なり、会草・不会草なり。正当恁麼時のみなるがゆえ 、有時みな尽時 り、有 有 ともに時なり。時時の時に尽有・尽界あるなり。しばらく、いまの時にもれたる尽 ・尽界 や、なしや、と観想すべし。
　
しかある
を、仏法をならはざる凡夫の時節に、あらゆる見解は、有時 ことばをきくにおも く、 るときは三頭八臂
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                                                                                         「仏向上事」（一巻二八九頁）
25
いま師資の道、かならず審細にすべし。いはゆる向上不名道膺は、道膺の向上なり。適来の道膺に、向上の不名道膺あることを参学 。向上不名道膺の道理現成するよりこのかた、真箇道膺なり。










                      　　　　　　　



























世界に水ありといふのみにあらず、水界に世界あり、水中の、かくのごとくあるのみにあらず、雲中にも有情世界あり、風中にも有情世界あり、火中にも有情世界あり、地中にも有情世界あり、法界中 も有情世界あり、一茎草中にも有情世界あり、一拄杖中にも有情 。有情世界あるかごときは、そのところ、かならず仏祖世界あり。かくのごとく 道理、よくよく参学すべし。
      　
                      「山水経」（一巻三二七頁）
31










              　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
      「諸悪莫作」（一巻三四九頁）
33
















                                  「伝衣」（一巻三六八頁）
35
あるときいはく、神通并妙用、運水及搬柴。この道理、よくよく参究すべし。
                                               　　





      　　　　　







                 　　　　　　　　　　　　　









                  　　　　　　　　






                               　　














                              　　
「嗣書」（一巻四二五頁）
42




仏相伝の道は、し あらず。釈迦牟尼仏、ま しく迦葉仏に嗣法せり、とならひきたるな 。釈迦仏の 嗣法してのちに、迦葉仏は入涅槃すと参学するなり。釈迦仏、もし迦葉仏に嗣法せざ んには、天然外道とおなじかるべし、誰か釈 仏を信ずるあらん。かくのごとく仏仏相嗣して、いま およびきたれ によりて、箇箇仏ともに正嗣なり。
          　　　
 　

















             　






                               「仏道」（一巻四七二頁）
46
法兄法弟におよぼし、一列せしむべからず。まさに明窓下安排なり。臨済・三聖の因縁は仏祖なり。今日臨済の附嘱は、昔日霊山の附嘱なり。しかあれば、臨済宗と称すべからざ 理、あきらけし。
                   　























                                                                                  「洗浄」（二巻八九頁）
50















          　　　　　　　　　　






     　　　　






               　





三蔵学者の凡夫なる、いかでか国師の渾身をしらん。この道理、かならず一定すべし。                                            　　　　
                                                                          「他心通」（二巻二四五頁）
55
尺璧、なほ宝にあらず、寸陰、これ要枢なり。五、六通、たれの、寸陰をおもくせん人か、これを修習せん。おほよそ他心通のちから、仏智の辺際におよぶべ らざる道理、よくよく決定すべし。







                   　　　　　
 　　　　　


















       　　　　　








































        　　　　　　







かれ。人身うることかたし、仏法あふこ まれなり。いたづらに鬼神 眷属として一生をわたり、むなしく邪見の流類として多生をすごさん 悲むべし はやく仏法僧の三宝に帰依したてまつり 、衆苦を解脱するのみにあらず、菩提を成就すべし。
　



























                     「深信因果」（二巻三九四頁）
68
このとき因果を撥無し、三宝を毀謗せん もしかくのごとくならば、即ち命終し、地獄におつべし。かくのごとくならざるによりて 天上にむまるる この道理、あきらめしるべし。

















   　







                     「四禅比丘」（二巻四三三頁）
73
然かあれば、心をおこすより、さとりをうるにいた まで かな 尽大地と尽衆生と、さとりも、おこなひもするなり。これにいかにかうたがふおもひもあるべきに しられぬおもひもまじるににたをあきらめんとて、如是のこえのきこゆるも、人の う、とはあやしまざるべ 。是は、心うる、をしへ ては 三世の諸仏のこころをもお し、お なふは かならず われらが身心をばもらさぬことわりの有なり、としるべし。
　
これをうたがひおもふは すでに三世の諸仏をそしるなり。しづか かえりみれば、我らが身心は、まことに三世の諸仏とおなじくおこなひける道理あり、発心しける道理もありぬ くみゆる











































































の為也。我 多年の功を積めり、何ぞやすく捨んと、猶 心深 ふ、即、此 を、生死繋縛の心 云也。能々可思量


























































































身心を仏法に放下しつれば、くるしく愁うれども、仏法に たがつて、 じゆく也。乞食をせば 、是をわるしと、思はんず なんど、是の如く思ふ程に 何 も 入り得ざる也 世情の見 べて忘て、只
道
理に任て、学道すべきなり。





















     　　　　　　





一日、示云、世間の人、自云、某甲し、師の言を聞に、我が心 かなはず 我思に 此言非也。其心如何。












                 『随聞記』六（七巻一四一頁）
20
たとへば、藍にそめたる物はあおく、蘗にそめたるものは、きなるが如に、邪命食をもて、そめたる身心は、即ち邪命身也。此身心をも 仏法をのぞまば 沙をおして、油を とむるが如し。只、時にのぞみて、ともかくも、
道理
にかなふやうに、はからふべき也。兼て思ひたくはふるは、皆たがふ事也。能々思量すべき也。


















      　









          「伏駄密多尊者章」六五頁
３















   　　　　　　　
        　













                                                                             「大祖大師章」一六九頁
７
和漢の隔てなく古今の別なからん。且らく作麼生か指注して、此道理に相応することを得ん。
                    　　
　　




























        　





   　　

















         　



















































































































































が移り変わっ ものの道理が変化していく次第は、人間には しにくいも であることが書 おり、道理の推移が記されている。また、本書を読む人は、書いてあることを自分の心 中に入れて、自分でよく考え み ことをしなければ、道理の推移というもの 決して理解することはできないであろうとあるから これは公案参究と共通している。　
これに関して、愚
45には、「コレホドノヤウヲフカク思ヒトカヌ所ニ事ハイデクル也」とあって、これほどまでに







一、目に見えぬ神仏の世界と、人間の世界とが和合して、道理がそのまま道理として通っている状態が、まずはじめにある。これは神武から十三代（成務）までであろうか。二、目に見えない神仏の世界の道理はずんずんと移り変わっているのに、目に見える世界にいる人間にはそれが理解できないという道理が出てくる。ここでは物ごとの前後、首尾が行き違い食い違ったりしているので、善いことも善いこと して貫徹せず、悪いことも悪いままでは終わらないということを人々は理解できないである。 の段階は仲哀から欽明までとす のが適当であろうか。三、現世の人間にはこれが道理だと思われ、 べての人がそれを認めているのに それ ぬ神仏の御心にかなわないという道理がつぎにあらわ るのである。 うなる 人間がこれは いと思ってしたことが、かならず後悔を招く になってしまう。はじめ これは道理にもとづいていると思ってした人間が、のちになって思い合わせてみると、神仏の御心にかなっていないと気づくの ある。これは敏達から後一条の時 つまり御堂関白（道長）までであろう。四、今あることを処理してい 間は、自分も他人もこれ そ道理に なっていると思っているも であるがそこに知恵のある人があらわれて、これはま たく理由のないことだというと、本当にそ であったと反省す
慈円と道元の「道理」に関する一考察
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日本は中国とは異なり小 であるが故に、統治方法が異な と論じてい 。大隅和雄氏は次のようにも述べて る。






































































































































































































































































































































































































































道元は入宋以前は 典座よりも坐禅や学問を重視していたが（甲）、老典座 出会ってから典座の重要性を知った（乙）という。同様に 釈尊 伝記には、釈尊が開悟の直後、説法しても人々 とって理解し難 からやめようとしたが 甲 、梵天勧請によって法輪を転じ （乙）こ が記されている。このような二つのエピソードなども、甲の道理が悪くて、乙の道理が良いとは言えないであろう。より高次の次元からは劣った道理とされるだ であ　
次に、道理の究明はいつ誰がするのであろうか。慈円は 『愚管抄』において仮名文字で書いた理由を、人夫や宿












上達すればするほど見えてくる いう。碁盤の奥底に見える定石があるように、歴史の中に潜む道理 見いださなければならないのか。将棋は勝つために道理を見出すが、何の為に見出すの 。人生の勝ち組 なるためか。そ ではない。　
小堀桂一郎氏は次のように述べている。



































































































































































觀待道理。長に対して短を成じ、短に対して長を成ずる如く、相対背反の一は必ず他に待藉すると言う不変の道理を觀待道理と名く。作用道理。因縁所生の有為法には必ず事業 弁する作用あるを言う。證成道理。現量・比量・聖教量によりて証明し成立せられたる真正の道理を言う。諸行無常・諸法無我の如し。法爾道理。仏の出世・不出世に関せず元より法界 安住する自爾の道理を言う 例えば地水火風の四大にそれぞれ堅湿軟動の性あるが如く、又善因によりて楽果を招き悪因によりて苦果を招くが如し。
　　　　　　　　　　　　　　　　　















復審思擇。此中都無我及有情或求樂者或與樂者。唯有諸蘊唯有諸行。於中假想施言論。此求樂者 此與樂者。又彼諸行業煩惱等以爲因縁。如是名依觀待道理尋思慈愍。若 慈愍善修善習善多修習能斷瞋恚。如是名依作用道理尋思慈愍。 之義有至教量。我内智見現轉可得。比度量法亦有可得。如是名依證成道理尋思慈愍。又即此法成立法性。難思 性安住法性 謂修慈愍能斷瞋恚 不應思議不應分別應生勝解。 是 依法爾道 尋思慈愍。是名勤修慈愍 者 尋思六事差別所縁毘鉢舍那
『瑜伽師地論』卷第三十（大正三〇・四五三下―四五四上）
右記には、四種道理によって慈愍を尋思することが説かれている。












































































































                                           （二〇一七年一一月二一日太祖降誕会）
